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第5回成層流に関する国際シンポジウム（ISSF2000）報告＊

新　野 宏＊＊・森 厚＊＊＊・野口尚史＊＊＊＊

　1．はじめに
　2000年7月10日から13日まで，カナダ・バンクーバー

のブリティッシュ・コロンビア大学（UBC：Univer－

sity　of　British　Columbia）において第5回成層流に関

する国際シンポジウム（The　Fifth　ISSF：Intema－

tional　Symposium　on　Stratified　Flows）が行われた．

本シンポジウムは国際水理学協会の主催，アメリカ土

木学会，アメリカ地球物理学連合，カナダ土木学会，

ブリティッシュ・コロンビア大学土木工学教室の共催

によるもので，第1回が1972年にノボシビルスクで行

われて以来，第2回トロントハイム（1980年），第3回

カリフォルニア（1987年），第4回グルノーブル（1994

年）と5～6年毎に開かれてきた．水理学等の工学関係

者，流体力学や地球流体力学などの理学関係者が一堂

に会するユニークなシンポジウムとなっている（第1

図）．今回の参加者は200名で，うち日本関係者は28人

（活動拠点が日本である参加者は24人）であった．また，

発表件数は口頭197件，ポスター21件（但し口頭とポス

ターの両方を行うことも許された）であった．

　プログラムの概要を第1表に示す．成層流という限

定されたテーマでも，4日にわたって3つのパラレ

ル・セッションがあり，口頭発表1件当りの発表時問

は質疑応答も含めて15分となっていた．限られた時間

で如何に魅力的な発表をし，休憩時間やリクリエー

ション・プログラムの間に如何に効率的に情報交換を

＊Report　on　the　Fifth　International　Symposium　on

　Stratified　Flows．

＊＊Hiroshi　NIINo，東京大学海洋研究所．

　niino＠ori．u－tokyo．acjp

第1表　プログラムの概要．

＊＊＊Atsushi　MORI，東京学芸大学地学科

　　mori＠buran．u－gakugei．acjp

＊＊＊＊Takashi　NOGUCHI，東京大学海洋研究所．

　　noguchi＠ori．u－tokyo．acjp

◎2002　日本気象学会

7月10日 Room＃1 Room＃2 Room＃3

オープニングレクチャー
午前

湖沼の力学 後流と渦 ジェツト

湖沼の力学 後流と渦 ジェット

午後
ポスターセッション

生物との

相互作用

7月11日 Room＃1 Room＃2 Room＃3

湖沼の力学 後流と渦
Wilkinson
セッション

午前

貯水池 後流と渦
Wilkinson
セッション

午後

深い湖／

鉱山の立抗

流体力学的

　安定性
Wilkinson
セッション

＜自由時間＞

7月12日 Room＃1 Room＃2 Room＃3

河川／河口 内部重力波
Tumer

セッション
ニ重拡散

午前

河川／河口 内部重力波
Tumer

セッション
地質流体

河川／河口 内部重力波
Tumer

セッション
　海洋学

午後

沿岸の流れ 乱流と混合

　Tumer
セッション

通風における

プリューム

7月13日 Room＃1 Room＃2 Room＃3

海洋の流れ 乱流と混合
Simpson
セッション

午前

大気の流れ 乱流と混合
Simpson
セッション

行うかが重要である．

　今回は気象学関連の著名な研究者は来ていなかった

が，流体力学では“Buoyancy　Effects　in　Fluids”の

教科書で有名な」．Stewart　Tumer（オーストラリア
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　　垂難．灘　．　　　　　　　　　　　　　　、灘灘’
第1図　会議が行われたブリティッシュコロンビア大学会議場入り口での出席者全員の記念撮影（米
　　　光昇博士提供）．

国立大学），重力流のJohnE．Simpson（ケンブリッジ

大学），Herbert　Huppert（ケンブリッジ大学），Paul

Linden（カリフォルニア大学サンディエゴ校），Ross

Griffith（オーストラリア国立大学），Emil　Hopfinger

（グルノーブル力学研究所），海洋物理学では，”

Dynamics　of　the　Upper　Ocean”の教科書を書いた

Owen　Phillips（ジョンズホプキンス大学），Trevor

McDougall（CSIRO，オーストラリア），LarryAmi

（スクリップス海洋研究所），MikeGregg（ワシントン

大学）などがいた．

　今回のシンポジウムの特徴の1つは，4日問のシン

ポジウムのうち，3日間にわたって，第3会場で1日

毎に，成層流の研究に大きな足跡を残した科学者名を

冠した特別セッションを設けたことである．11日は故

Wilkinson博士，12日はTumer博士，13日はSimpson

博士であった．Tumerセッションでは今年1月に70

歳になったTumerをお祝いする意味も込めて，

Tumerがこれまで熱意を注いできた二重拡散対流，

地質流体力学，成層流の混合，サーマル・ジェット・

プルームに関連する研究発表が集められた．また，

Simpsonセッションには重力流に関する研究発表が

集められた．今年87歳になるSimpsonがはるばるイン

グランドからやってきてくれ，13年ぶりに再会を果た

せたことは著者の1人（新野）にとって大きな喜びで

あった．

　会議は組織委員長のG．Lawrence（ブリティツ

シュ・コロンビア大学）による歓迎の挨拶に続いて」．

Imberger（西オーストラリア大学）による「成層した

湖における浮力効果」と題する特別講演で始まった．

特別講演の後は，前述のように3つのパラレル・セッ

ションとなったので，以下では筆者達が出席したセッ

ションについて，その概要を紹介したい．なお，本シ

ンポジウムの講演者・タイトル等については，次の

ウェッブページで参照できる．

http：／／www．civi1．ubc．ca／home／ISSF2000／Paperlist．htm

　　　　　　　　　（新野　宏・森　　厚・野口尚史）
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第2図　宿舎の玄関にて．（右）J．S．Tumer，（左）

　　　野口．

　2．各セッションの概要

　2．1後流（ウェーク）と渦1～IV

　セッション「後流と渦1」では，G．Spedding（南カ

リフォルニア大）による成層ウェークに関する招待講

演のあと，BonnierとEiff（気象研究所，フランス）が

成層風洞における球のウェークの実験結果について報

告した．花崎ほか（東北大学・流体研）は成層流体中

を一定速度Uで下降する球のウェークを数値実験に

より調べ，F7二U／醐＜19（N：浮力振動数，ゴ：球

の直径）のときにはウェークの中心軸上に上向きの

ジェットが生ずるという意外な結果を示した．Billant

（気象研究所，フランス）は，Billant　and　Chomaz

（2000）のジグザグ不安定と呼ばれる渦対の不安定につ

いて報告した．レーリー・ベナール対流におけるロー

ル状対流の不安定（Busse　and　Whitehead，1971）と

紛らわしい呼び名であるが，・このような不安定は知ら

なかったので興味深かった．　　　　　　（新野　宏）

　セッション「後流と渦II」では，ロシア勢の発表が

続いた．セッション「後流と渦III」には，成層流体中

の渦の振る舞いに関する発表が集められた．その冒頭

は，Gordon　E．Swaters（アルバータ大学）による招

待講演であった．内容は既に発表されたもの（Swaters，

1998）で，斜面上のコールドドームと地形性ロスビー

波の相互作用に関するものである．海洋学では深層循

環との関連で，大陸斜面上の密度流の振る舞いは比較

的歴史のある問題であり，非線形的な振る舞いをどの

ように記述するかが関心事である．数学的な扱いがや

や難しかったが，コールドドームの造波抵抗の評価を

行なうことによって議論を行っていた．議論のパラメ

タ範囲は限られているが，波の性質を道具として利用

することの魅力を感じさせてくれた．　　（森　　厚）

　セッション「後流と渦IV」は，Hopfinger率いるグ

ルノーブルの研究者たちによる講演が多くを占めた．

Finchamら（力学研究所，フランス）は直径13mの回

転台を用いて回転成層流体中の渦の構造と挙動を室内

実験により調べた．3次元の渦の構造に関する情報が

なるべく高い解像度で得られるように，非常に大きく，

ゆっくり回転する渦を作っているのが特徴である．対

象とする現象は，主に水平ジェットによって作られた

ダイポール渦，流れに沿う向きに置かれた垂直平板の

後流，それらに対する回転の効果であった．平板の後

流（渦柱の列）が「ジグザグ不安定」を起こして最終

的に鉛直方向に層構造を作ってしまうことは今回初め

て耳にしたことで大変興味を引かれた．可視化も非常

に良く工夫されており，等渦度面，等エンストロフィー

面などが3次元画像として示された．ほかにも，Flor

とMoulin（力学研究所，フランス）による成層流体中

での内部重力波と渦の相互作凧Janiaudほか（力学

研究所，フランス）による軸方向に成層したTaylor－

Couette流の不安定（慣性不安定）に現れる様々な流れ

のパターンと鉛直（軸方向）混合係数の測定，Vor－

opayev（アリゾナ州立大学）ほかによる2層の境界面

で生じた3次元的な渦が時間と共にマッシュルームの

ような形をした鉛直軸周りの渦対を作る現象など，興

味深い講演が多かった．

　人類学博物館における初日夕方のバーベキュー・

パーティで，このセッションのグルノーブルからの講

演者数名とたまたま同じテーブルになった．巨大な回

転台での実験の苦労話や回転精度を上げたり振動を抑

えるための工夫など，実験の裏話を聴くことができ，

大変面白かった．　　　　　　　　　　　（野口尚史）

　2．2　生物との相互作用

　Stevens（国立水・大気研究所，ニュージーランド）

はプランクトンの光適応性に対する乱流の影響につい
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て述べた．Ackerman（北ブリティッシュ・コロインビ

ア大学）ほかは，エリー湖西部の暗礁における浮遊物

質・浮遊生物（これらの総称をsestonという）の除去

に対するZebraMusse1（欧州原産の二枚貝の一種，和

名は確立していない）の効果を調べ，成層が強く乱流

混合が弱い時にこの効果が有効に働くことを見つけ

た．K　Richards（サザンプトン海洋学センター，イギ

リス）は衛星で観測されたプランクトンのブルーミン

グを傾圧フロントの物理モデルにプランクトンを入れ

たモデルによって調べ，栄養塩を海洋表層に持ち上げ

るのには混合が第1に効くが，傾圧不安定の鉛直流も

栄養塩の持ち上げに重要であることを示した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新野　宏）

　2．3Wilkinson追悼セッションI

　L．Amiの成層流の水理学に関する招待講演で始ま

り，運河や海峡における水理学の講演が続いた．Ham－

blin（国立水質研究所，カナダ）ほかは港と大きな湖の

間の非定常な成層流による水の交換を3次元モデルで

45日にわたって積分した結果にっいて紹介した．M．

GreggとE．Ozsoy（中東工科大学，トルコ）は，黒海

とマルマラ海の間に位置するボスポラス海峡での交換

流における混合と水理学について報告した．マルマラ

海の水位は気圧によく応答するのに対し，黒海の水位

は気圧にほとんど応答せず，水位差が生ずること，2

層の水理学が良く適用できること，2層の間にKH不

安定が生じ厚さ5mの混合層が生ずることなどが報

告された．　　　　　　　　　　　　　　（新野　宏）

　2．4　流体力学的不安定

　このセッションの興味は表題とはやや異なり，流体

力学的不安定により成層流体がどれくらい混合される

かに絞られていた．Caulfield（カリフォルニア大学サ

ンディエゴ校）とPeltier（トロント大学）はtanh型の

流速分布を持っKH不安定において3次元の乱れが

生ずることにより，混合効率がどの程度増加するかに

ついて報告した．Lee（カリフォルニア大学サンディエ

ゴ校）はやはりtanh型の速度分布を持つKH不安定

において，その混合にとって渦のpairingは重要でな

いと主張した．Dalzie1（ケンブリッジ大学）は3層流

体におけるレーリー・テイラー不安定の混合効率を室

内実験と2次元の数値実験により求めた．特に上層と

下層の密度を同じにした場合（ρ1＝ρ3＜ρ2；ここで添

え字1，2，3は上，中，下層を表す），つまり，不安

定性が局在化している場合について詳しく議論した．

室内実験で不安定成層性の初期値問題を実現する方法

にも技術的な興味を覚えたが，特に興味深かったのは

水平方向に平均した密度プロファイルの時間発展であ

る．鉛直スケールと密度偏差を，適当な時間の関数で

スケーリングすると，ほとんど一致し，明かな自己相

似性を示していた．HolfordとDalzie1は不安定成層

した箱の中の2層流体のレーリー・テイラー不安定に

よる混合を調べた．Liと山崎（東京水産大学）は海洋

中でシアプローブ等を用いた観測により，KH不安定

による混合の証拠を提示した．（新野　宏・森　　厚）

　2．5Tumerセッション1～IV

　一番大きな会場で行われたこのセッションは

Tumerの70歳の誕生日を記念するもので，多くの聴

衆が集まった．冒頭，Paul　LindenがTumerのこれま

での足跡について紹介した．

　セッション1「二重拡散対流」では，Phillipsが冒頭

の招待講演のなかで，RuddickandTumer（1979）の

二重拡散対流による水平貫入の室内実験は「静水圧平

衡への調節が連続的に起こっている系」であると仮定

するといくつかの特徴が良く説明できることを示し，

この問題が未だ魅力ある研究テーマとして残っている

ことを強調した．野口と新野（東大海洋研究所）は初

期に一様な成層をした流体中から，拡散型対流により

自励的に層構造が生じることを示す数値実験の結果を

報告した．RichardsとEdwards（サウザンプトン海洋

センター，イギリス）は，赤道域で見られる鉛直スケー

ル20m，水平スケール100kmに及ぶ貫入について，二

重拡散対流が重要な場合もあるが，慣性不安定と考え

た方がよい場合も多いと主張し，その水平混合係数へ

の寄与と，その効果をGCMに取り入れた場合の海面

水温への影響について述べた．最後にTumer自身が

流体中に小さな浮力の源を置いたときの，二重拡散対

流による大規模循環の発生についての室内実験の結果

について発表した．70歳を迎えた今日もなお現役で精

力的に実験を続けておられることに驚かされた．

　セッションII「地質流体」では，まずHuppertによ

り，地質流体を考える上で重要な過程である固化，と

くに複数の成分からなる流体（溶液）中での溶質の固

化についての招待講演が行われた．Turnerの学生

だったHuppertはTumerとともに「地質流体力学」

という新しい分野を積極的に開拓してきた人である．

招待講演の後は，しかしながら，地質流体ではなく，

「プリューム」「地形性流れ」に関する研究発表が続い

た．Wong（オーストラリア国立大学）らは容器に入っ

た密度一様の流体の中にプリュームを放出すると，エ
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ントレインメントによって次第に鉛直シアを伴う層構

造が形成されることを見出し，その実験と理論による

解析結果について述べた．KerrとBloomfield（オース

トラリア国立大学）は成層流体中に密度の大きい流体

をプリュームとして注入した際の周囲の流体中への貫

入について，実験と理論解析の結果を報告した．Fer－

nando（アリゾナ州立大学）ほかは現在進行中の研究プ

ロジェクトにおいて斜面風の理論をもっと複雑な地形

へ応用する試みについて報告したが，大気の安定成層

を考慮していないなど，分野間の認識の違いが感じら

れた．斜面風と同様の状況であるが，湖や貯水池の底

の斜面から塩類が溶け出してできた高密度水が斜面を

下る現象について，道奥（神戸大学）ほかは室内実験

と理論（相似解）の比較を行った．また，Hughes（オー

ストラリア国立大学）とLindenは，成層シア流中で小

さな羽根車を回転させて局在化した乱流混合を作り出

す室内実験を紹介した．

　セツションIII「海洋学」では，McDougallは招待講

演の中で，大気のresidual　mean　meridional　circula－

tionの考え方（Andrews　and　Mclntyre，1976等）を

海洋大循環に適応した結果を紹介した．Cushman－

Roisin（ダートマス大学）は「臨界安定」の概念を用い

て回転成層流体の様々な不安定現象を統一的に理解す

る試みについて述べた．Ivey（西オーストラリア大学）

らは夏季にオーストラリア西岸で北向きの寒流が南西

端から進入する現象に関連して，風が突然吹きはじめ

た場合の沿岸湧昇の過渡的な振舞いを室内実験と理論

で調べ，湧昇フロントの海岸からの距離がほぽ時問の

1／3乗で増加することを見出した．Farmer（海洋科学

研究所，カナダ）ほかは真水が湾内から流れ出すHaro

海峡でシア層が生じ，その不安定で生ずる波長数100

mの渦が非常に強い下降流を作り出すという観測結

果を示し，後流の領域と外の領域とで混合の度合が異

なるために密度成層が水平方向に一様でなくなり，そ

の結果シア層が横倒しになって渦が引き延ばされるた

めであると解釈した．D’AsaroとLien（ワシントン大

学）は中立ブイや微細構造プロファイラーを用いた観

測により，成層流体中の乱流のラグランジアン的スペ

クトルについて調べ，エネルギー密度によって波同士

の相互作用のレジームから波一乱流の相互作用のレ

ジームヘの遷移が起こっていることを示した．Dohan

とSutherland（アルバータ大学）は成層流体で満たし

たタンクの上端で格子を上下させる実験を行い乱流か

ら放射される振幅の大きな波のエネルギーフラックス

を議論した．

　セッションIV「換気とプリューム」は近年注目され

ている自然対流による建築物内部の換気の問題を取り

扱ったものである．はじめに，招待講演者P．Linden

は，Morton，6砲1．（1956）によるプルームのエントレ

インメント法則を室内の熱源（人間や機器）に適用し，

室内の温度成層と熱フラックス，空気の取り入れ口を

床近くと天井近くにした場合の換気効率の違いを温度

成層と換気風量で決まるフルード数にもとづいて議論

した．続いて，Caulfieldほかが浮力フラックスだけで

なく，質量フラックスも存在する場合に拡張した換気

の理論を報告した．HolfordとHunt（ケンブリッジ大

学）は，吹抜けがある2階建ての構造物の換気につい

て議論した．両方の階から順調に換気が行なわれるレ

ジームと，1階の排気が2階の部屋へ流れ込んでしま

うレジームとが見られたが，ある条件のもとでは多重

平衡状態が存在することが示され，室内実験でも確認

された．換気の問題からは離れるが，Folkard（ランカ

スター大）は成層（2層）シア流の密度境界面にぶつ

かるプリュームの振舞いを室内実験によって調べ，シ

アの強さによって上流側への貫入の度合が異なるとい

う結果を報告した．　　　　　（野口尚史・新野　宏）

　2．6　内部波III

　Sutherlandは，シアー流中の内部重力波の鉛直伝搬

を2次元の数値計算で調べた．まず，振幅が十分小さ

い場合に，線形論が有効でreflectingleve1付近での反

射が起こることを確かめた後，有限振幅の波（特に浮

力振動数に近い振動数を持った波）について調べてみ

た．結果は，水平方向に周期的な波束を与えた場合と，

水平方向にもパケット状になっている場合とで大きく

異なる．水平方向に周期的になっている場合には複雑

な反射を見せるのに対して，水平方向に限られた領域

に波が集中している場合にはreflecting　leve1を通り

抜けてしまうことを示した．理論的な見積もりも行っ

ていたが，発表を聞いただけでは良くわからなかった

のは残念だった．また，幾つかの室内実験のテクニッ

クも目を引いた．Dalzielほかは，シュリーレン法を改

良し，光学的な観測から流体密度の変化量を高い空間

分解能で同定する方法を開発した．これを用いて，角

柱の振動による励起と円柱の振動による励起とで一様

成層流体中の内部重力波の構造を比較していた．振動

子近傍の剥離の違いが，内部重力波のビームの構造に

も反映されているようである．　　　　　（森　　厚）
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　2．7　乱流と混合I

　J．Koseff（スタンフォード大学）は数値シミュレー

ションにより一様シア中の成層乱流の特性を調べ，成

層乱流のパラメタリゼーションを行う上で，リチャー

ドソン数は良いパラメータでは無いと主張した．

　M．E．Barry（西オーストラリア大学）は成層乱流の

室内実験において渦拡散係数と乱流の長さのスケール

のプラントル数依存性を調べた結果について報告し

た．　　　　　　　　　　　　　　　　（新野　宏）

　2．8　Simpsonセッション1

　先にも述べたが，87歳のSimpsonがはるばるケンブ

リッジからバンクーバーまでこのセッションに出るた

めにやってきてくれたことは感激であった．まず，

Simpson自身による短い挨拶の後，J．Rottman（カリ

フォルニア大学サンディエゴ校）が招待講演で彼の科

学的足跡を紹介した．冒頭でタイトルが，“lnMemory

of　John　E．Simpson”と表示されたり，「スタッフよ

りも年をとっているのは良くない」というスタッフの

勧めで，20歳年齢をさば読んで大学主催のセミナーへ

の参加申請をした逸話が紹介されたりと笑いに事欠か

なかった．以前，本誌「素顔」欄でも紹介したが（新

野，1989），Simpsonは1913年生まれで，ケンブリッジ

大学卒業後は長く高校の先生を務め，グライダーを趣

味とした．高校の校長であった49歳のときに，グライ

ダーを使って海風前線の構造を調べ，1970－1975年にレ

ディング大学のResearch　Associate，1976年から

Tumerに呼ばれてケンブリッジ大学でResearch
Assistantを始めた．いわばアマチュア科学者が定年

後にプロの研究者として活躍を始めたという驚くべき

例である．87歳の現在も週に2回は大学に足を運び研

究を行っているという．

　続いてThomas（国立ブエノスアイレス大学）は自

由表面と底面に生ずる重力流の速度分布をPIV（†1）に

より測定した結果について報告した．Lowe（カリフォ

ルニア大学サンディエゴ校）ほかは2層流体の境界面

を貫入する重力流の振る舞いを室内実験により調べ，

重力流の厚さhが境界面の成層が連続的になった領

域の厚さ2δに比べて十分大きければ非粘性の底面上

の重力流（Britter　and　Simpson，1981）とよく似た振

る舞いを示すことを報告した．Mehta（カリフォルニ

ア大学サンディエゴ校）は上下対称な密度差を持つ3

†1レーザー光を用いて流体中に浮遊させた多数の小粒

　子の動きを可視化し，これらの粒子の動きから速度ベ

　クトルの空問分布を求める装置

層流体における重力流の貫入を室内実験により調べ，

重力流のヘッドが次第に孤立波に遷移すること，2層

の場合に比べて後方の波動が長続きすうことを報告し

た．Li（海洋科学研究所，カナダ）は一様に成層した

流体中での重力流の実験結果について報告した．

　　　　　　　　　　　　　　（新野　宏・森　　厚）

　2．9　大気の流れ

　大会最終のセッションであり，後述する遠足との時

間の兼ね合いのため，やや盛り上がりに欠けた感が

あった．Etling（Hannover大学）は，雲によって可視

化されるJan　Mayen島の後流を衛星画像を用いて調

べた．この島の特徴は，細長い形をしており，一端に

高い山があり，もう一端が相対的に低くて高原状に

なっていることである．したがって，同じ基本場の中

で2つの高さの異なる山がある状況を観察することが

できる．事実，後流に渦列の応答（高い山側）と重力

波の応答（低い高原側）とが同時に観察されることが

ある．理論・数値計算による比較も加えて議論がなさ

れた．森（東京学芸大）と新野は，成層大気の地表面

の半分を冷却したときに励起される水平対流の非線形

初期値問題が，冷却を始めてからの時問と成層の強さ

に応じて3つのレジームを持ち，それぞれのレジーム

が特有の相似解を持つことを理論的に示し，数値実験

で確かに相似解が実現することを示した．Cushman－

Roisinが理論の美しさに興味を示してくれたのは収

穫であった．　　　　　　　　（新野　宏・森　　厚）

　3．感想
　主宰者側であるブリティッシュ・コロンビア大学の

日本人スタッフが「研究に国境は無いですからね，日

本以外は．」と言っていたのが印象に残っている．その

一方では，逆にケンブリッジ大学のDAMTP（応用数

理理論物理学教室）関係者が一大勢力を成していると

いう印象が強く残った．

　研究者同志の交流の場が多く設けられたことは好印

象であった．会議の始まる前日にはレセプション，初

日の夕刻はサーモンバーベキュー・パーティー，、3日

目の夕刻は船上夕食会，最終日の午後の遠足が設けら

れ，ポスターも期間中ずっとティールームに展示され

ていた．英語を喋るのに引け目を感じる私でもいろい

ろな人と気軽に話ができる雰囲気があった．

　また，Simpson氏に直接会って話をすることができ

たのは良かった．Simpsonセッションの一部は私が発

表したセッション「大気の流れ」の裏番組になってい
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たので，彼に我々の研究を聞いてもらうことはできな

いのではないかと心配していたのだ．手短に自分の研

究を話したところ，「そういう話は今まで聞いたことが

無いので面白い．」と興味を持ってもらえたようだっ

た．　　　　　　　　　　　　　　　　（森　　厚）

　海に張り出した岬にあるUBCのキャンパスは緑が

多く，落ち着いた雰囲気だった．宿泊施設を始めとし

て，このシンポジウムの参加者に提供された大学の施

設はどれも居心地が良く，また7月のバンクーバーの

気候も清清しく，会期中を快適に過ごせた．唯一の例

外は学生会館の朝食だったが，これは初対面の研究者

同士の間に格好の共通の話題を提供していたと思う．

　セッションはすべて同じ建物で行なわれた．ここは

大講義室が5～6つ集合したホールで，セッション間

の移動が楽であった．真中のロビーにポスターが並べ

てあって，長めの休憩時間が有効に使えるようになっ

ていた．各講義室には造り付けの視聴覚機材がどれで

もすぐ使えるように整備されていて大変機能的だと感

じた．空いている会場の設備は好意的に使用させてく

れたので，セッションの合間や昼休みに，発表とは別

に持参した実験の映像をLindenさんやGriffithsさ

んに見てもらうことができた．有名な研究者に助言を

頂けたことは大変励みになった．

　参加者の1～2割が大学院生やポスドクであった．

夕食会などを通じて互いに知り合う機会があったが，

彼らは南米からヨーロッパヘ，ロシアからアメリカヘ

と，文字通り自由に国境を越えて研究をしていること

に強い感銘を受けた．地理的・政治的な境界はこのよ

うに消えつつあるように思えたが，かえって研究のこ

とになると，分野間で概念・用語に微妙な違いがある

ためか，扱っている現象は物理的に同じであるにも関

わらず，話がお互い噛み合わないことがあったのは面

白く感じられた．　　　　　　　　　　　（野口尚史）

　4．最後に

　最終日の13日午後，Baschek（海洋科学研究所，カナ

ダ）の発案により，バスをチャーターしてスクームク

チャク急潮（Skoomukchuk　Rapids）への遠足が行な

われ，50人弱が参加した．バンクーバー周辺は氷河に

削られた後に海にしずんだフィヨルド的な地形で，入

り組んだ細い湾が無数にある．潮汐の振幅が大きいの

で，細い湾内に毎秒5mを越える強い潮流が生じ，底

の地形によってハイドロウリック・ジャンプ（跳ね水）

が起きる（第3図）．川のように流れる潮流のハイドロ

第3図スクームクチャク急潮のハイドロウリッ
　　　　ク・ジャンプ紙面左側は浅瀬でスーパー

　　　　クリティカルとなり，紙面右側ではサブ

　　　　クリティカルになっている．ジャンプの

　　　　ところでカヤックを楽しむ人々が写って

　　　いる．

ウリック・ジャンプは実に圧巻で，カヤック乗りに興

ずる若者達を眺めているといつまでも飽くことがな

かった

　なお，シンポジウム参加中に，次回2005年のISSFを

日本に誘致しようとする動きがあることを知った．現

在のところ，名乗りをあげているのは，オーストラリ

ア，ロシア及び日本の3か国だそうである．誘致には，

関連分野の研究者が挙国一致態勢で賛同していること

が求められるとのことで，いずれ気象学会にも支援の

要請が来ることになるかも知れない．今回の「大気の

流れ」のセッションには，10件以上の申込があったに

も拘わらず，キャンセルが相次ぎ，実際の口頭発表は

たったの4件（うち1件は別のセツションヘ移動）と

寂しかった．もし札幌で行われることになれば，是非，

多くの気象学会関係者の参加が望まれる．

　　　　　　　　　（新野宏・森　厚・野口尚史）
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≡≡≡編集委員会だより

「天気」の電子ジャーナル版の作成と公開について

　「天気」編集委員会は，これまで学会ホームページに

おいて，各号の目次を公開してきましたが，この度常

任理事会の承認を得て，2002年1月号よりすべての内

容をPDFファイルなどで保存する電子ジャーナル版

を作成し，順次インターネットで公開していくことに

なりました．インターネットでの公開時期は，冊子体

の発行より3か月程度遅らせる方向で検討しており，

現在のところ2002年4月以降を予定しています．これ

により，学会ホームページから，「天気」掲載記事の著

者名，論文表題，キーワードによる検索や全文検索，

掲載記事全文の閲覧印刷，PDFファイルのダウン

ロードなどが可能となる予定です．詳細な仕様は現在

検討中であり，決まり次第お知らせします．現時点で

は，すべての会員の皆様が必ずしも高速でインター

ネットにアクセスできる環境にはないかも知れません

が，DSLなどの高速な接続も急速に普及しつつあり，

近い将来，多くの会員の皆様が「天気」の記事をより

迅速かつ有効にご利用いただけるようになると考えま

す．なお，電子媒体での保存は，冊子体を画像ファイ

ルとしてスキャナーで読み取る形もありますが，電子

媒体化の最大のメリットである検索機能が使えないた

め，なるべく早い時期に電子ジャーナル版を作成する

ことが必要と判断いたしました．

　電子ジャーナル版の作成に当たり，PDFファイルの

検索機能を有効に利用するには，印刷方式の変更が必

要ということで十分な準備を進めておりましたが，12

月に入って印刷方式の変更なしに検索機能を利用する

ことが技術的に可能であることがわかりました．この

ような状況の変化を受けて，最終的には印刷方式を変

更しないことが望ましいと判断し，急遽印刷方式を従

来の方式に戻したため，1月号の発刊が遅れる結果と

なりました．読者の皆様に，ご迷惑をおかけしました

ことをお詫び申し上げます．また，一部の著者の方に

は，お忙しい中，校正を2度お願いするお手数をかけ

ましたことを深くお詫びいたします．

　冊子体の「天気」の発行・配布は今後も従来通りで

変更はありません．「天気」の電子ジャーナル版の作

成・公開に関してご意見・ご提案がありましたら，遠

慮なく編集委員会までお寄せ下さい．
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